
 

 

 

令和８年７月 31日 

 

 

 

 

 

 

2026年 7月 26日（日）、地域資源である八尾

空港の魅力を発信する新たな試みとして「ファミ

リーで走ろう 八尾空港ランウェイマラソン

2026」を開催しました。 

本イベントは、普段立ち入ることができない

空港の「制限区域（滑走路）」を特別に開放して

行った初めてのマラソン大会です。定員 200名

に対して 1,000名を超える応募（全応募者数

1,031名）があり、開催前から非常に高い注目

を集めました。 

当日は早朝 4時の受付開始にも関わらず、

市内外から当選した家族連れが集結。美しい

朝焼けに染まる滑走路を、参加者は思い思い

のペースで走り抜け、写真や動画撮影を楽し

みながら「空港のあるまち八尾」ならではの貴

重な体験を楽しみました。 

■当日の様子と結果 

参加状況：当日は 166名が参加。      （提供：SAURUS JAPAN㈱） 

幅広い年齢層の参加：6 歳から 69 歳まで。親子だけでなく「3 世代」で走る姿も見られま

した。 

広域からの来場：八尾市内のみならず、和歌山県橋本市や京都府京田辺市など、府外から

も参加いただきました。 

 

■合図はピストルではなく「スパン！」 

空港内は火気厳禁という特性を考慮し、競技用ピストルの代わりにユニークなスターター

方式を採用しました。 

 

➣ゲストスターター： 

吉本興業の大阪府住みます芸人、八尾市出身の span!（スパン）水本健一氏 
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➣ユニークな号砲： 

span!（スパン）水本氏による「スパン！」という力強い発声でマラソンがスタート。 

この演出は直前まで秘匿されており、会場は驚きと温かな笑いに包まれ、和やかなムー

ドで競技が開始されました。 

 

■八尾市長のコメント 

八尾空港は、市街地に隣接し、『市民・産業・空がつながる』本市の誇るべき地域資源で 

す。初開催となった今回のマラソンには、定員の 5 倍を超えるご応募をいただき、八尾空

港への期待の高さを改めて実感いたしました。朝焼けの滑走路を家族で駆け抜ける皆様の

笑顔を拝見し、この場所が持つ『非日常の魅力』を確信しております。 

開催にご協力いただいた八尾空港事務所様をはじめ、関係者の皆様に深く感謝申し上げ

ます。今後もこの唯一無二の魅力を活かし、『空港のあるまち八尾』を力強く発信してまい

ります。 

 

■参加者のコメント 

「滑走路の広さに驚きました！友達に自慢したいです。」 

 「親子で最高の朝活ができました！」                  等 

  

■地元企業・団体との強力な連携 

本大会は、八尾市内の企業やスポーツ団体の協力により、地域一体となった運営が行わ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提供：SAURUS JAPAN㈱）                （提供：SAURUS JAPAN㈱） 

【本件に関するお問い合わせ】 

八尾市 観光・文化財課 住所：八尾市本町一丁目１番１号 

電話：０７２－９２４－３７１７ 


